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ほとんどの方々の直感に反するかもしれませんが、チンパンジーからみてもっ  

とも遺伝的に近縁な動物は、ゴリラではなくヒトです。これは、近年の進化人類  

学の大きな成果です。カリフォルニア大学の生物学者、ジャレド・ダイアモンド  

の命名によれば、ヒトはコモンチンパンジー、ボノボと並ぶ第3チンパンジーに過  

ぎません。ヒトは類人猿の一員であるという生物学的事実を無視して、私たちは、  

もはや人間を語ることはできません。   

しかし同時に、ヒトがチンパンジーやゴリラとは明らかに一線を画する存在で  

あることも自明です。では、ヒトが生物学的には「一介の類人猿」でありながら、  

高度な精神と言語と社会組織をもつ「特別な類人猿」であるというギャップをい  

かに埋めるのでしょうか。人類は、いつ、なぜ、どのように特別な類人猿になっ  

たのでしょうか。この間題こそが、21世紀の人間研究におけるもっともスリリン  

グなテーマであり、本COEの主題です。   

幸い、現代の人間科学は、理論と方法の双方で新しい展開を遂げ、従来にはな  

い研究環境が整ってきました。ゲノム科学と進化生物学は、いまや生命現象を理  

解するためのもっとも基本的な理論的枠組みと分析ツールを提供します。かたや、  

認知科学や言語科学は、伝統的な文科系の枠組みを越え、自然科学の手法を積極  

的に取り込みながら進展を続けています。これらが合体した、進化認知科学は、  

欧米を中心にこの10年間に飛躍的な発展をとげています。本COEの目指す拠点  

形成も、この世界的潮流に沿うものです。   

本COEでは、総合文化研究科をベースにしますが、理学系研究科、人文社会  

系研究科、農学生命科学研究科、付属病院、総合研究博物館、情報基盤センタ  

ーのスタッフと連携しながら、東京大学の教官の力を結集して、上のテーマに取  

り組みます。そして、文理の枠を超え、グローバルな視点を備えた次世代の人間  

科学者の育成を目指します。各分野の研究者が、単に名前を連ねるのではなく、  

真に領域を融合し、21世紀型の統合人間科学を創成していく所存です。  

Coれ絶れ臨  

拠点リーダー挨拶……………・・   

プログラム概要…・……・……・…  

研究者紹介（その1）…・………‥  

5部門（5つのサブジェクト）の紹介  

プログラムの近況…・……‥……   

2003年度の活動報告 ‥………・  

今後の予定……………………・・   
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「人間とは何か」という人文科学の主題に対し、近年、自然科学からのアプローチ  

が急速に新しい光を投げ掛けるようになってきました。本プログラムでは、人間性の  

核心をなす卜bとことば」に焦点をあて、認知科学、言語科学、進化人類学、進化心  

理学、遺伝学、小児科学、情報科学などの連携による学際融合研究を行います。「普  

遍性と多様性（国有性）」をキーワードに、卜bとことば」の諸相について「■機構」「機  

能」「発達」「進化」の各レベルから総合的理解を深め、21世紀型の人間統合科学の  

構築を目指します。本プログラムによって、言語、利他性、攻撃性、他者理解能力な  

ど、人間性を特徴づける心理メカニズムとその生物学的基盤が明らかになると期待さ  

れます。また、研究成果を社会に還元することによって、クローバノHヒが進む現代社  

会における人間理解の知的基盤を提供できるでしょう。事業面では、大学院生、若手  

研究者の育成を最重点課題とし、国際交流、異分野交流を通して、巨視的、複眼的  

発想ができる研究者を養成し⊥⊥。  

r」瀾   
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研究者紹介（その1）   

主に中国語を村象に、歴史的変化と共時的＝ 城変種のデータを取り入れて、機能語と構文の  

形成と変容を追う作業をしています。文献資料も使いますが、方言調査から得るデータも大切で  

すので、よく中国に出かけます。  

まず、空間移動の言語化についてここ数年、中国語諸方言問の比較研究、中・日・仏語の対照研究  

取り込んでいますが、同じ課題を別の視点で、別の言語について研究してきた大堀春夫氏と協力  

し   て、対象言語の範囲を広げて、空間移動の言語化の普遍性と多様性に関する研究を計画している  
・  

∴十  ころです。このテーマは世界の言語学界ではかなり注目を  

集めているにもかヵ▲〃らず、アジアの言語のデータは全体の理論にあまり貢献してい  

ないので、その現状を改善できたらと思っています。次に、中国語学の文法研究は一  

般的に標準語（北京語）を対象としますが、私は今までいくつかの構文において、  

「北京語＝北方語＝共通語」という一般常識を聞い直す作業を行ってきました。この  

間題を「共通語の形成における言語変化の研究」の視点で更に深めたいと思っていま  

す（Koineizationandlanguagechange）。共通語と地域言語の問題のほかに、話しこ  

とばと書きことばのかかわりといった側面も扱うことになります。   

生成文法の枠組みでの語形成、形態論、レキシコン研究です。言語の知識は計算と記憶とから成   

立っていますが、語はまさにそれらの接点に位置する現象で、語に関する知識を母語話者がどの   

うな形で頭の中に納めているかに興味があります。  

まず、数年前から行っている失語症の研究を継続したいと考えています。具体的には、文中の空  

所に適切な語を選択肢から選んでもらうという行動実験が中心になります。また、言語に特化した  

「障害」を示すSLI（特異性言語障害）や、逆に、言語能力は保持され、それ以外の認知能力が欠  

如すると言われるWS（ウイリアム症候群）などの遺伝的「障害」にまつわる言語の特徴を観察し  

たいと考えていまっ。さらに、健常者を対象とした実験で、統語的に逸脱した文と意味的に逸脱した文では脳波に違いが  

出ることが知られていますが、これが語のレベルでも成り立つかどうか調べたいと思っています。将来的には、失語症、  

SLI、WSの人の脳波も調べられたらと思っています。  

開 一夫（認知発達臨床科学部門）  

ヒトの認知メカニズムー般に興味があります。特に乳幼児や成人の自己認知について興味を持っ  

ています。人は鏡に映った自分を見て、なぜ自分自身の姿だと判るのでしょうか？このように、私  

たちが日ごろ何気なく行っていることが、「いつ」「どのようにして」できるようになるのかを、自  

己認知に限らず、行動実験や脳活動計測を行うことで調べています。   

母子間の相互作用について発達認知神経科学的な視点からとらえていきたいと考えています。発  

；認知神経科学というのは、「心」と「脳」の発達・成長を関連付け、さまざまな認知機能に潜む  

研究内容  
一首で琴慰めると？  

COEでは  
主にどのよ  

カニズムについて研究するというアプローチです。COEでは、特に母子間のコミュニケーショ  

について、実験的な工夫をして母子双方を対象に調べていきます。たとえば、衛星回線を使った  ■   
行う予定  

テレビ電話のように映像や音声に遅れがある場合は円滑な母子間コミュニケーション  

は可能なのでしょうか？COEでは、母子間の相互作用場面におけるタイミングを実験  

的にコントロールし、それぞれの反応や脳活動を計測する予定です。脳活動計測に関  

しては、NIRSや高密度EEGなど母親・子どもの認知安全かつ身体的に拘束されない最  

新機器を用いる予定です。さらに、反応が発達的にどのように変化していくのかを、  

横断的にだけでなく縦断的にも変化をおって解明していく予定です。将来的には、他  

のメンバーとも協力して、健常の子どもと「自閉症」「アスペルガー症候群」「ウィリ  

アムズ症候群」の子どもとの比較、健常の成人と「統合失調症」の成人との比較など  

も行っていきたいと思っています。  母親・子どもの認知課題の実験   

3  
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★ 劉  LAMARRE，Christine（部門リーグ⊥、総合文化・言語情報科学）  

大堀 春夫（稔合文化・言語情報科学）  

TANCREDI，Christopher（総合文化・言語情報科学）  

坪井栄治郎（稔合文化・言語情報科学）  

矢田部修一（稔合文化・言語情報科学）  

生越直樹（鮒文化●言語情報科学）  

」■l■■L  2「統合言語科学」部門仁一一一一一一一一←自然言語の普遍性と多様性の科学的解明    軍碍 閥■■■■■■■■■  ・r  

■   

と多様性   という相反する二面性を持つことこそが言語の本質であり、そのいずれかの側面のみを強調  

する研究は必然的に言語の実態を捉え損ないます。本部門は、多言語の精密な記述による言語データを最新の  

言語理論の枠組みで分析することを通して、自然言語の普遍性と多様性の科学的解明をめざします。データに  

観察される相違の背後にある言語横断的な共通点を洗い出すと同時に、言語ごとの相違の現れ方を説明するパ  

ラメータをさぐります。さらに、言語横断的な共通点を支える生物学的・認知的基盤は何か、言語ごとのパラ  

メータに関わる認知的・文化的基盤は何か、理論的検討を行います。「ヒトはなぜ言語を持ち得たのか」とい  

トが持っている言語とはどのようなものか」という側面からアプローチしていくことにな  

4   
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 OGOE研究発表会  長谷川眞理子（早稲田大学）、鈴木光太郎（彩  

潟大学）  

ワークショップ1「語用論と行動生態学：言語進化論  

へ向けて」  

ワークショップ2「進化心理学と個人差」  

第1回 2003年8月28日（木）午後6：00～8：0（  

丹野義彦、ChristineLAMARRE  

第2国 2003年9月18日（木）午後2：30、4：30  

坪井栄治郎、開 一夫、伊藤たかね、榊原洋一  

第3国 2003年9月29日（月）午後2：30～5：00  

西村義樹、田中久美子、矢田部修一、吉川泰弘、  

生越直樹  

第4回 2003年9月30日（火）午後2：30～4：00  

大堀憲夫、加藤恒昭、船曳建夫  

第5回 2003年10月23日（木）午後6：30～7：30  

Christopher TANCREDI 
第6国 2003年11月27日（木）午後6：00、8：00  

繁桝算男、石田貴文  

第7回 2004年2月12日（木）午後6：00～8：00  

佐藤隆夫  

◎coE共囁  
第1回   

日本心理学会大会   

特別講演   

担当者：丹野義彦   

日時：2003年9月14日  

（日）午後1：00  

～5：00  

場所：本郷キャンパス法文  宮25番教室   

講演者：PhilippaGARETY（UniversityofLondon）   

タイトル：精神病に対する認知行動療法：その理論と  

治療効果  

第2回   

意味論研究会   

担当者：ChristopherTANCRED1   

日時：2003年9月26日（金）午後4：00   

場所：駒場キャンパス10号館3階301会議室   

発表者とタイトル：仲尾千鶴（東京大学）“Japanes（  

reciprocalconstructionsandBindingTheory”  

第3同   

意味論研究会   

担当者：ChristopherTANCREDI   

日時：2003年10月24日（金）午後4：30   

場所：駒場キャンパス10号館3階301会議室   

発表者とタイトル：金沢 誠（東京大学）“OnLamb  

daGrammars  

第4回   

日本臨床社会心理学研究会OACS）   

担当者：丹野義彦   

日時：2003年11月27日（木）午後6：00～8：00   

場所：駒場キャンパス2号館   

講演者とタイトル：森脇愛子（本COE特任研究員，  

東京大学大学院総合文化研究科）「対人関係か  

らみた抑うつ」伊藤 拓（早稲田大学人間総合  

研究センター）「抑うつとネガティブな反すう」  

第5回   

意味論研究会   

担当者：ChristopherTANCREDI   

日時：2003年11月28日（金）午後4：30   

場所：駒場キャンパス10号館3階301会議室   

発表者とタイトル：ChristopherTANCREDI“The  

Semanticsofwh－mOinJapanese”   

◎c8∈共催シン  

心の進化学と考古学   

担当者：長谷川寿一   

日時：2003年9月15日（月）  

午後1：30～3：30   

場所：本郷キャンパス法文2号  

館31番数童   

話題捷鋲者：内田亮子（千葉大  
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学）、松本直子（岡山大学）   

指定討論者：佐伯 鮮（青山学院大学）、相木恵子  

（文京学院大学）  

言語・認知・進化一新たな人間科学への招待   

担当者：大堀春夫   

日時：2003年10月25日（土）午後3：00～5：30   

場所：駒場キャンパス13号館1323教室   

発表者とタイトル：長谷川寿一「心とことば：認知科  

学と言語学の新しい融合にむけて」、伊藤たかね  

「語形成における『規則』と『記憶』一言語へ  

の脳科学的アプローチをめざして」、加藤恒昭  

「大規模テキストを対象とした質問応答技術－  

『ことば』の工学と科学の融合を目指して」  

心の普遍性と多様性   

担当者：長谷川寿一   

日時：2003年12月13日（土）～14日（日）   

場所：駒場キャンパス学際交流ホール   

特別講演：RuthMACE（UniversityofLondon）「性  

差別の進化人類学」   

公開シンポジウム「ヒューマン・ユニヴアーサルズー  

文化の普遍性と多様性をめぐって」   

話題提供者：DonaldBROWN（UC SantaBarbora）、  

l
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第7同   

意味静研究会   

担当者：ChristopherTANCREDI   

日時：2003年12月26日（金）午後4：30   

場所：駒場キャンパス10号館3階301会議室   

発表者とタイトル：IvanoCAPONIGRO（University  

ofMaryland）“FreeNottoAsk：Ontheseman－  

tics of free relatives and wh－WOrds crosslin－  

guistical1y’’、CarloCECCHETTO（Uhiversity  

ofMilan，Bicocca）“QRinaTheoryofPhases”  

第6同   

日本認知療法学会   

研修ワークショップ   

担当者：丹野義彦   

日時：2003年12月15日  

（月）午後2：00～5：00  

場所：駒場キャンパス16号館  

講演者とタイトル：TilWYKES（UniversityofLon－  

don）「総合失調症に対する認知リハビリテーシ  

ョン療法」  

‡      算  今後の予定  

‾－‾ン ー  Ⅴ草野無  

∴ 明和（山越）政子（滋賀県立大学）、報  
、、’L－・－－  

（東京大学）  催 シンポジ曽ム  第4回COE共   
■ 麦谷綾子（東京大学）、山本幸子（生理学研究   

所）  

－ 

Morpho10gyandLexiconF50rum2004（MLF2004）   

担当者：伊藤たかね   

日時：2004年3月27日（土）～28日（日） 

ノ  場所：東京大学駒場キャンパス1伊旨館富階301会  

議室   

ゲストスピーカー：星 宏人（Uhi¢ersityofLon－  

don）   
■  

＼∴ ＝｝ －し  

北京語・共通岳・北方語：文法の尺度から見たコイ劇  

ネー化と言語変化   

担当者：ChristineLAMARRE   

日時：2004年3月13日（土）午後1：00～5：00   

場所：東京大学駒場キャンパス10号館3階301会  

議室   

第一部 口語データで北方語の多様性を捉え直す  

司会・ コメント：遠藤光暁（青山学院大学）  

ChristineLAMRE（東京大学）「北方方言か  

ら見た北京語と共通語の特殊性」  

Katia CHIRKOVA（The Netherlands：Leiden  

University）「北京語の口語データから見たアス  

ペクト体系に関わる諸問題」   

第二部 資料データから北方語の歴史的変遷を追う  

司会・コメント：張国憲（東京大学）  

竹越  孝（愛知県立大学）「『老迄大・朴通草』  

国際ワークショップ托ヒ会脳の探求」   

FirstinternationalworkshoponEvolutionary   

CognitiveSciences：ExploringSocialBrain   

日時：2004年3月12日（金）～13日（土）   

場所：東京大学駒場キャンパス学際交流ホール   

話題捷僕者（予定）  

ChrisASHWIN（CambridgeUniversity，UK）、  

MagaliBATIY（Universit6PaulSabatier，FtanCe）、  

RitaCEPONIERE（UniversityofCalifomia，San  

Diego，USA）、TbresaFARRONI（BirkbeckCollege，  

UK）、TjeerdJELLEMA（UtrechtUniversity，  

Netherland）、JustinWILLIAMS（Aberdeen  

University，UK）、梶川祥世（NTTコミュニケー  
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